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先ずcafeのH本語表記 について断 っておかなければな らない。cafeの目本語表
記には平仮名表記や漢字表記 もあるにはあるが、カタカナ表記が通例である。〈カフ
ェ〉・〈カフェー〉を始 めとして、カタカナ表記が多種多様であることは、前記の中
西悟堂の表記からも容易に推測可能 だが 、本稿では特 に(近 代 日本 とい う)時 代性
を考慮 して、原則 として 〈カフヱー〉(や 〈バア〉)とい う表記 を用いる。 それは実
質的に本邦初のカフヱ・一・・一であった 「プランタン」の以下の ような広告(『青鞘』大正
2年12月 一大正3年 ・#g)を意識 しているせい もある。










































































































































































































































































































































































































































給の唄」のレコー ド(西條八十 作詞、塩尻精八 作曲、羽衣歌子 歌唱[A面]、
二三吉 歌唱[B面])が、昭和6年1月 にビクターから発売され ヒッ トしている。
その冒頭に、女給の小夜子が銀座通 りで擦れ違った中学生達から 〔ありゃネコか
32カ フヱー と文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に
い、 トラかい」 と言われる場面がある(『広津和郎金集』第5巻 沖 央公論社、1974
年]7-8)。銀座 にネコがいて も全 く不思議はないが、トラ も存在 していた とい うこと
になれ ば、不審に思 う人は多いはず である。因み に作者が 自ら註記 しているように、
"ネコは カ
ッフェエ ・黒猫 、 トラはカッフェエ ・タイガー の略"で 、銀座 ボーイの
間ではこの略称で通用 していたことを知れば、 この不審は自ずか ら氷解す るわけだ
が、実は タイガー(銀 座5丁 目西側[現在の7番 地8号])ば か りか、銀座通 り筋向
いの銀座511"HPtc側(現在 び)8番地1号 〉には、曾て ライオンまで存在 していた。
即ち、カフヱ 一ー 「ライ オン」である。(その他 、動物園張 りに、イー グル ・キ リン ・
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でも講刺 されている。)
その カフヱー 「タイガー」 とカフヱー 「ライオンjは 、実は西條八十f当 世銀座











(『西條 八一{一全集』 第8巻[国 書刊行会、1992年]再版[2003年]10)
"虎"が 「タイガー」、`獅子"が 「ライ オン」 とい うわけだが、実は八十が 「当世
銀座節」を書いた時点では、両店の所在地は銀座5丁 目ではなく尾張町 妻丁 翼だ っ
た(銀 座5-8丁目の成立は昭和5年)。 なお、"みイ ちやん"・"はア ちやん"は 女給
の愛称、"リキユール"は 岡 じく西條 八十f東 京行進 曲」(昭湘4年)で お馴染み、
"百夜"は 深草少将の小野小町邸への百夜通いで有名
、"チツプ"は 当時の女給の生
活 の糧。 さすがに流行に敏感な八十な らではの手際だが、今後の行論にも関わるの
で、ここでカフヱーについての定義 と実態 を予め見ておくことにす る。
第1章 カフヱーの定義と実態
先ず幾つかの参考例を以下に引用する。





























茂(画)・ 平野威馬雄(文)『 懐 かしの銀座 ・浅草』(毎目新聞社、1977
ビヤホールが名を変えたカフェー とい う名称 は、本来な ら、今 日の喫茶店にあ
た るわけなのだが、 日本で発生 したカフェーの性格 は純然たるバーであった。
だれ もそ こへ行 ってコー ヒーだけを飲んで、帰 るわけではなかった。そんなケ
チな ことはダメだった。長い挟 をひるが えし、白いエプロンをかけた美 しい女
給 さんたちが、サー ビスをするのだか ら、ま さか、 コーヒー一杯 とい うわけに
はいかない。 どうしてもビールか、カクテルかウイスキー とい うことになる。
コー ヒーだけなら、町中に ころがってい るミル クホールか、カフェー ・パ ウリ
スタへ行 けばよかった。(208)
●平野威馬雄『銀座物卜 街角の うた一 』(日本コンサルタント・グループ、1983
年)
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当時、カフェー的なものには、は じめか ら三種あ り、パウ リス タのよ うに、
コー ヒー、紅茶、 カレー ライスなど酒類ぬ きの、のみ ものや菓子だけをひ さぐ
め ぢ 　
店 と、白いエプロンに長いた もとをひるがえ した美 しい女給 さんのサー ビスを
うけながら、 ビールや カクテール、 ウィスキー をたの しむ とい うバー形式の も




カフェーはフランス語で[cafe]と書 く.コ ・一ヒー店の意味を もつ用語で,
目本の喫茶店 に通 じるが,銭 本で使 われ るカフェー と喫茶店は,必 ず しも同 じ
意味をもっていない.貨 本では,カ フェーは女給をおいて,洋 食や,洋 酒およ
びビールな どをサー ビスする飲食店 の意味に用い られてきた.同 じよ うな店に
9バ・一一」「サロン」といった名 称を もつ飲食店 もあるが,こ れ らの営業内容が明
確に区別 されていたわけではなく,混 同 して用い られていた.一 方喫茶店は,
時にアル コールのサー ビス もす るが,椅 子やテーブルを備 えた空間 とともに,
訟一 ヒー,紅 茶,ジ ュー スや,パ ン,ケ ーキなどの軽い飲食物を提供する店 を
さす用語に用い られ てきた.カ フェーに女給はつきものであったが,喫 茶店で
は女給が店 の中心的な役割 を果た してはいない.つ まり,女 給がいてサー ビス





















倍 と多くな ってい る.そ れぞれの数値 を9カ フェー」 とf喫 茶店」 と読みかえ
れば,昭 柏8年 以降も喫茶店は増え続けていたのに対 して,カ フェ'一の方は減
る傾 向にあった ことがわかる.(10)
先の特殊飲 食店 と普通飲食店の違 いを併せ て考えれ ば,女 給がいてアルコール
と食事 を中心にサー ビスしていたのがカフェーで,ア ルコールではな く,コ ー
ヒー,牛 乳,菓 子,し る粉,そ して食事な どを女性のサー ビスな く提供 してい
たのが喫茶店 といえよ う.な お昭和8年(1933)に発行 され た,昭 湘6年(19.31)
の統計か らカフェー と喫茶店 の実態 をみてきたが,同 じよ うな傾 向は昭和2年









これで見ると、喫茶店(飲 み もの中心)、カフヱー(レ ス トラン兼用で飲 食 ・酒類 中









































この後、カフヱーは全盛期(昭 和4-7年頃)を 迎える。即 ち、由利 貞三が 『新東京
歌集』(白帝書房 、昭和5年)で 言 う 「かふえい文化」(184)、松綺 天民が 『東京食
べある記』(誠文堂、昭和6年)で 言 う 肋 フエー時代」(32)、村島帰之 『弊婁カ フ
エ 一ー』(文化生活研究会、昭和4年)の 改題が示す 『カフヱー時代』(アポ ロ社、昭





















































も毎晩 こ ㌧へ来ては脂下つてゐた もの である。
つ ゴいて クロネコ、 ゴン ドラ、エ ロとグロとの乱舞だ。毎 段毎晩女ばか りを
目当てにカフヱ通ひす るや うな二本棒 に銀座 は全 く躁躍 されて しまったのだ。
(200-03)
この後、安藤は"千 九百三十年代の銀座カフエにはどんな客がゐ るか?～ 寸娩い
























































































































































ことは確かだが、それ だけで常連客の嗜好を説明で きるわけではない。今 和次郎
(編纂代表)『新版大東京案内』(中央公論社、昭和4年)に 記 されている通 り、"酒
に酔ふ為めに、苦境 を脱れ る為めに[、〕一人で考へ ない為めに、友情を暖 めるため
に"(154)もカフヱーは必要であった。また、アンケー ト回答集 「灘幣縦筆 自動 車ゴ
と 「活動篇眞1と 「カフェー」の印象」(1=中央公論』大正7年9月)の 中で久保 田万太
郎が記 している通 り、"人を待合せ るためと、中途半端 な時間をつぶすため"σ説苑」
欄92)にもカフヱ 一ーは必要であ った。また、西脇順 三郎 「MemoryandVision〈3)」
(『英語青年』1952年2月)・「丸善の思出」(『学鐙』1969年1月)に見 られ るよ う
に、神 田の古本屋や 日本橋 の丸善で買った本 を、帰 りがけにfパ ウリスタ」で余 り
甘 くない コーヒーを飲みながら得意 気に拡 げて見るよ うな学生に もカフヱーは必要
であった(『西脇順三郎全集』第10巻[筑摩書房、1972年]第2版[1983年]19、624)。
また、平塚 らいて う等の雑誌 『青鞘』が 「プランタン」(創業期のマネー ジャー は、




成吉の会(大正14年6月20B、堺利彦 ・石川三四郎 ・白柳秀湖 ・秋田雨雀ジ)が出




境"一 っの遊離されたユー トピア"(小林儀三郎 『コンマーシャルガイ ド』[コ
ンマーシャルガイ ド社、昭和5年]183)一になったわけである。
ここで一つの問題に遭遇する。例えば大カフヱー通の荷風の場合、「タイガー」(荷
風の表記では 「タイガ」・汰 牙」・「太講」・「太語楼D偏 愛は余りにも有名だが、(昭
和ll年までの荷風目記に登場するカフヱー類を統計的に見た場合)その他にもfオ
ぱん さ
リムピツク」・fきゆ うぺ る」・「萬茶亭」・「モナ ミ」・「ライ ンゴル ド」などは偏愛 し
ていた と言 える。 しか し 「コmン バン」・「ゴン ドラ」・「サ ロン春」・「プランタン」・
「ライオン」な どは、(愛好 していた とは言 え)偏愛 していた とは言い難い。まして、
「エ スキーモ」・「キ リン」・「クロネ コ」・「パ ウリスタG・「バツカス」 などは、む し
ろ好まなかった。"永井荷風 とか小 山内薫 とかい うよ うなハイカラな大人 は"、「パ ウ
リスタ]"へは姿を見せなかった"と 小島政二郎 も 「奥野信太郎」(『小説新潮 』1966
年3-6月)で 記 している(『なつか しい顔』[鶴書房 、1967年]38)。この差は何 に起
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む
と云ふ様に店の空気が違ひ、此等全部を総括してカフヱー情調と云はれてゐて、






































カフエー、クロネコが、不思議 な湯呑、クロネコ焼 を発費 して、「招 き猫」の
寸法で、客 を引き込ま うとするに対 し、カ フエーパ ツカスが 「酒の禮讃」を看
板 に、パツカスの歌を謡ひ出 した ところは、一寸思ひ付きであら う。
斯ふ して、思ひ〉 の気分を、明るい、又は薄暗 い、部屋 一杯 に漂は さうとす
る。
ビールの酔一一 日本酒の酔一一カ クテールの酔 一一酔心地はいろ 〉 異つて
ゐ る。 自分の好 きな酔心地にな りたいのは人情、そ こに所謂 け アン」が現は




































解釈もあり、この解釈に立てば 〈施政方針〉 とい う政治用語も似つかわしくなる。
そしてカフヱーと政治 との密接な関係を見事に戯画化したのが岡本一平であり、(田































































に戦つてゐるのである。銀座 だけで さ'＼女給は千六百八十人 もゐ る。だか ら、
た とへ 千手千足の姿であつて も、容易に これ らのカフエー を廻 り切 ることは出












黒田清輝 ・岡田三郎助 ・稲田英作 ・森鵬外 ・押川春浪 ・岡木綺堂 ・永井荷風 ・
正宗白鳥 ・小山内薫 ・島村抱月 ・木下杢太郎 ・北原白秋 ・谷崎潤一郎 ・市村
羽左衛門 ・市川左団次 ・伊井蓉峰
など、そうそ うたる名前がみえる。










外国入居留地(築地)に 隣接 し流行(文 明開化)の 先端を行く国際色豊かな銀座
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外国語がよく分 りもしない癖に外国語を有難がる現代 日本の国民性 を現 してゐる。
[中略]銀 座がます 〉 欧米の殖民地の市街 らしくなる所以である"(『正宗 白鳥全集』
第27巻[福武書店、1985年]]75-76)とい うわけである(た だ し白鳥 は"そ れを歎
いてゐるのではな"く``事實を事實 として見てゐるだけ"で ある)。擬似植民地 とい
う見方は、アンケー ト回答集 「欝讐縦劉 自動車」と 括 動篤眞1と 「カフェー」の印象」
(既出)の 中で柳澤健 も示 している(『中央公論』大正7年9月 「説苑」欄70)し、
辻潤 も 「ど りんく ・こ うらうん ど」(大正14年3月)で 示 してお り(『絶望 の書』[萬
里閣書房 、昭和5年]188--89.)、妥当な分析 と言えよ う。 ・
それは兎も角 も、国際色豊かな銀座 のカフヱーの中でも、革命後の ロシア人の流
ひさ
転の人生 ギとほり来て/かへり見にけり/路に立ち/ロ シヤ女が鶴 ぐ花束」(由
利17>と い う短歌に代表 される を反映 してもいるmシ ア系カフヱーは特に注
目に値する,、これについては、銀座内外で、ロシア人経 営のカフヱー 「日露」(九殺
下)・「モス コー」(仙台市)、ロシア人女給 もいたカフヱー 「美人座」(銀座1丁 目)・
「ルナ 一ー」(銀座7丁 目〉・「ア レキサ ン ドリヤ」(浅草)、大正15年3月20目 に ピリ
ニャー ク(ロ シアの文豪)夫 妻の歓迎会が開かれ たカフヱー 「オザ ワ」(神楽坂)な
ど、興 味深 いカフヱーの存在を指摘できるが、文芸 とい う主題 と対象地域の関係 か
ら本稿 では割愛 し、以下の銀座(周 辺)の カフヱーに限定する。
第4章 ロシア系カフヱーと文芸













昭和6年5月;村 岡實 「昭和初期の月刊誌 『食道楽』にみる銀座界隈の飲食店
風俗」『銀座文化研究』第3号[1988年9月]10--11>
[昭麹9年4月16H]燈 刻銀座千疋屡に鉢 して帰らむとする途上関秀一君に逢





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(東 朝 β新聞』昭和4年6月5目[朝 刊]7)
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「モス クワ」は、文芸関係では、次のよ うに室生犀星の 霞記に現れている。
[昭和4年3月12朗 萩原 をさそひ駅前の 「閑雅なる ビヤホールjに て ビ 一ール
を飲み 、出来心にて銀座に出づ。山水楼にて夕食 、後 にモスクワ ・カフエに至
る、,
[昭頼4年3月15日]夕 飯後萩原来る。カフエ ・モスクワに至 る。
[昭和4年3月20H]衣 巻省三君をたつね る。萩原平木同道 、酒出づ、後に萩
原 と衣巻君宅を出て銀座に至 り、カフエ ・モ スクワにて ビール をのみ、竹葉 に






洋食店 「モス クワ」は、文芸関係 では、次の ように秋田雨雀の 日記 に現れ ている。
こ昭和4年3月9H]午 後十二時 ごろ丸 ビシの 「造型」へ行 き、二時か ら出席
の ことをことわって、す ぐレス トオラン ト・モス クワへ行 く。[中略]
([河原崎]長十郎招待の会(ソ ヴェー ト芸術)。[中略])
[昭和4年6月16日](夜 、レス トオラン ト・モス クワσ)レー フ ェル ト君歓迎会
へ。)(『秋田雨雀 日記』第2巻146、153)
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雨雀は"こ の年二月に進歩的な美衛家の団体である 「造型」と 「アール」(日本プU
レタ リア美術家同盟)と の合同問題の座長 として毎回出席 し"(秋田雨雀 『雨雀 自傳』
[新評論社 、1953年]156)ていた。"アン ドレイ ・レイフェル ト(1898～1937)
は今では忘れ られ た存在だが、ウラジオ ス トクで 日本語を学 んだのち、二度 にわた り
来 日(1925～27、28～32年)、 日本文学 ・演劇研究のかたわ ら漫画家 として
も活躍 したユニークな 才人である(秋田雨雀、柳瀬正夢 らと親交があった)。帰国後の
35年 に労作 『現代 碍本語常用漢宇辞、典』を著すが、当時の 田本研究者 の例に洩れず
スター リンの粛清の犠牲 となった"(沼辺{詐一 「レイフェル トの遺著 に手が震 える」
[http://numabe.exblog.jp/5176681/])。補足すれ ば、レイ フェル トは浮世絵 を通 じて
日本に憧れ を抱 いていた。上記の 目記 に加 えて、『秋 田雨雀 日記』 に"[昭和4年1
月2日 ユ 神戸総領事館の レイフェル ト君から小山内[薫]君の伝記 、写真、舞台面が
ほしい といってきたので送ることにす る"(第2巻139)、"[昭和4年4月16日]神
戸領事館 に レーフェル ト君を訪 うと留守だ った"(第2巻149)とい う関連記事 もあ
るが、いつれ もレイフェル ト再来 譲の時期に関わるものである。更に、再来 β中に
「uシア漫画家の 『東京見物』」(『東京朝 日新聞』[夕刊]昭和6年3月13日 一4月
30日)を発表 してお り、その中でカフヱー も調刺的に取 り上げている(3月24-26
貝)。
● 「モスコー」(銀座3丁 目)





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































当時の野 口雨情は、上記の記事 にも見 られ る通 り、童謡作家(ば か りでな く民謡作
家)と して名 を馳せていた。前後に 『童謡の作 り方』(交蘭祉、大正11年3月)と
『童謡 と児童の教育』(イデ ア書院 、大正11年12月)を 出版 してい る。カフヱー に
対す る雨情の関心は、 「後姿」(『小説倶楽部』大正10年10,月)・「黒の ソフ トさん」
(『かな りや』大正 王0年12月)・「す さみ心」(『かな りや』大正11年3月)・ 「銀座
へ」(『日本詩集一 九二三版』[新潮 社、大正12年])・「薄水色一」(『極楽 とんぼ』.[黒
潮社、大正13年 ユ)に見 られる(『定本 野 口雨情』第1巻[未 来社 、1985年]99、
L48-49、153、165-66、第2巻[1986年]189)が、特にロシア系のカフヱーを応援 し
た背景には、青年期か ら抱 き続 けていた社会主義への関心 と共鳴があった ものと見
60カ フヱー と文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に
られ る。
「ユニオ ン」は、文芸関係 では、次 のよ うに秋 田雨雀の 日記 に現れている。
[大正11年U月19朗 ひ さしぶ りでH比 谷 を歩いた。六蒔か らユニオン ・カ
フエで コスモ倶楽部があった。支那、朝鮮、台湾の学生、日本人 らで三 十人。
支那、朝鮮、台湾の学生の熱烈な談話 があった。
[大正11年12月24H]有 島[武郎3、足助[素～]のこ君 とカフエ ・ユニオ ンに
ゆき、 ロシアにいた主婦[杉碕マサ(ま さ子)]と あった。長谷川二葉亭を知っ
ていた。十年余ペ トログラー ドにいたそ うだ。美 しい女性だ。[中略3
(沖略]カフエ ・ユニオンのク リスマス)(尾崎宏次編 『秋 田雨雀 日記』第1
巻[未来社、1965年]299、301)
雨雀は"こ の年仙台、金沢、新潟 、名古屋等へ講演旅行 をしてい る"が 、辱`これ らの
旅行ではいつでも有島武郎 といっしょ"(『雨雀自傳』91)だった。
● 「レーニン」 〈銀座5丁 目)


















ツクにゐた豊子 さんが居 るか ら、鳥渡様子 を見て来や うと思つてゐ るの。」(『荷
風全集』第8巻[岩 波書店、1963年]232-33)
● 「レニングラウ ド」




落手。帰途邦楽座に行 き、出でて赤鬼にて酒 をのみ、カフエ ・レニングラ ウ ド
に行 く。(『室生犀星全集』別巻1:102)
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す;三 」書,寄 ■古 で 播 εe十 ぜ ぜ'tf穿
(『讃費新聞』大正8年1月30日[朝 刊]6)
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「ロシア」で 自殺騒 ぎのあった ことが、次の ように新闘記事に見られ る。






















































安成二郎 「バ ラツ クか らバラツクへ」
さて銀座である。バ ラツクの出来たのはライ オン、カフエー ロシア、ここへ
私は、大杉栄が鎌倉 にゐる時分、その鎌倉 も大杉 も今は無 くなったが、久 しぶ








































評議委員 ・常務委員〉らが出席 している く伊藤信吉 ・佐藤房儀 「萩原朔太郎年譜」
『萩原朔太郎全集』第15巻[筑摩書房、1978年]403)。※この後、1月21日の第
1回総会で詩人協会が成立。
● 「ロシヤ」(京橋区瀧 山町 「朝 臼新闘社」裏手の大通 り
[現在 の銀座6丁 目6番 地付近])




















無くて、た ゴ金を得や うがためにのみ、貞操を費物にしや うとするには、日本

















































































「オオ!ユ ウロオピアン!」 と異口同音に嬉 しげに叫ぶ頓興な聲が左側の室
内に起ったかと思ふと、三人の女が忽ちばたばたと其処へ走り寄ってG氏を取
りかこんだ。さうして、さも待ちこがれて居た恋人にでも逢つたかのや うに、

























生 れ で せ う。 ガ リ シ ア は 悪 い 梅 毒 の 流 行 す る 地 方 で す か ら 、 あ の 女 た ち と 関 係
す る の は 危 瞼 な こ とで す 。」か う 云 つ て 口 を 極 め て 罵 倒 した 。そ れ か ら 二 三H過







断つて置 くが文中のインチ リエズナ(inchiriesna)と云ふ言葉は、その晩 わ
れ 〉 が露西亜 人か ら教はった形容詞で、curiOUSと云ふ英語を露西亜語で何 と
云ふかと尋ねた ら、女の一人が 「イ ンチ リエ スナ」と答へたのである。"nesans"
は 「姐 さん」 と云ふ 臼本語であらう。彼は屡 々目本語 をこんな風に英文の中へ























72カ フヱー と文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に
口雨情が 「ユニオン」の応援者だったこと(女主人がペ トログラー ド滞在時の二葉
亭四迷を知っていたこと)、吹田順助と内田百聞が 「ロシア」で初めて出会っていた
ことなども、知られることの少ない、言わば埋れた史実に近いもの と言えよう。
文芸 とは別に、ロシア系カフヱーで(あ るいは関係者に〉実際に起きていた興味
深い出来事(と書ってもゴシップねた)は 、前記の通 り、新聞がふんだんに提供し
てくれている。それこそ銀座カフヱー裏面史を構成するものであり、 日本近代(文
化)史 の闇を照らし出すものとも言えよう。
